
本日の流れ

１．施設のポイント説明

２．グループワーク
議論の対象施設分類「会館等」

①資料01 財産分類「会館等」の方向性検討



　[1] 基礎情報

指定緊急避難場所

指定避難場所

地区避難場所

年度

4 0

　[２] 収支・利用者数の状況

千円 千円 人/㎡ 人

　[３] 利用実態

1.7%

施設の状態等 赤泊行政SC、赤泊図書室との複合施設

所管課のコメント

0.0% 0.0% 1.7% 0.7% 1.4% 78.5%

畑野 真野 小木 羽茂 赤泊 市外
利用圏域

両津 相川 佐和田 金井 新穂

0.7% 0.0% 5.1% 10.2%

利用ニーズ 利用レベル 一般市民利用

今後の
利用見込み等

利用者は横ばい状態であるが継続的に利用されている。

利用対象者 一般市民 開館時間 8時30分～22時

特定利用団体 休館日

支出平均
３年平均（H30～R2年度）

収入平均
３年平均（H30～R2年度）

利益率（収入÷支出）
３年平均（H30～R2年度）

３年平均(H30～R2年度)
利用者数／延床面積

年度利用者数合計
３年平均（H30～R2年度

123,456.0 123.0 1.2% 1.234 1,234.5

公民館 耐用年数 50 経過年数 34

運営形態 直接運営 委託団体名 委託期間

地上階 地下階 構造 鉄筋コンクリート 用途

棟数 1

敷地面積 2,000.00 借地面積 0.00 借地料 借地解消予定年度

設置根拠 佐渡市赤泊総合文化会館条例(平成16年3月1日条例第136号)

設置目的
市の社会教育の充実、離島文化の向上及び保存保護並びに産業の振興、地域の活性化等を図る総合的な施設として、総合文化会館を設置し、会
館内に郷土資料館を併設する。

主たる建物 赤泊総合文化会館 配置形態 複合 総延床面積 3,260.31

施設類型 会館等 財産分類〈小〉 会館等 財産分類〈細〉 集会施設

☑

☑

□

設置年月日 平成1年11月30日

地区 赤泊 所在地（住所） 赤泊2458番地 管理課

佐渡市公共施設カルテ

管理No 576 施設名称 赤泊総合文化会館 所管課 社会教育課

㎡ ㎡

㎡

円

施設の詳細説明（施設カルテ）
施設カルテをもとに特に抑えておきたいポイントを説明

・施設の写真
・施設の設置目的
・施設の古さ、耐用年数
・収支・利用者数の状況
・利用実態
・施設の状態

検討するために必要な施設
の情報が載ってます！

②



議論の内容（グループワーク）

３班に分かれて３つの議論を行います

Ⅰ．施設の選別（20分）

維持する施設、検討が必要な施設の区分け

Ⅱ．30％削減プランで生じうる課題（20分）

Ⅲ．課題を克服するための改善策（20分）

③



グループワーク資料
会館等

収入平均
３年平均
（千円）

支出平均
３年平均
（千円）

年度利用者
数合計３年
平均　（人）

集約化 複合化 転用
施設規模
の縮小
（減築）

民間施設
の活用

実施主
体・管理
運営主体
の変更

現状維持
（更新）

廃止
(売却/譲
渡/跡地
活用)

1 佐渡島開発総合センター 両津 ー C 1984 2,314
全域
広域

0 0 0
〇※１、
△

〇※１、
△

〇 〇※２

2 あいかわ開発総合センター 相川 高 C 1983 2,069
全域
広域

477 8,111 14,017
〇※１、
△

〇※１、
△

〇 〇※１ 〇 〇 〇※２

3 相川自然休養村管理センター 相川 高 C 1977 1,100
地域
地区

0 0 667 △※１ 〇※２ 〇

4
佐渡中央文化会館
(アミューズメント佐渡)

佐和田 高 ー 1994 5,784
全域
広域

9,656 337,481 45,989 〇 〇 〇、個

5 大佐渡交流活性化センター 佐和田 ー C 2003 446
地域
地区

268 4,608 0
〇※１、
△

〇※１、
△

〇 〇※１ 〇

34.4%着色延床面積 10,197

方策パターン

総延床面積 29,644

【管理に関する基本的な考え方】

　会館等については、各施設の整備内容や稼働率、今後の利用見通しや市域の公平性などを考慮し、最適量となるよう施設の再編を進めます。

№ 施設名 所在地
政策
優先度

定量的
評価
（施設一
次評価）

建築
年

延床
面積

対象利用
者の範囲
区分

（H30～R2年度）

公共施設等総合管理計画の施設面積30％削減目標を考慮し区分け

廃止や譲渡、集約化・複合化、転用などを検討する施設

維持していく施設、他の機能を受け入れる施設白

黒
(グレ-)

(注) 施設の区分けは、政策優先度「高以外」、定量的評価「C」を黒（グレー）へ振り分け

定量的評価とは

コンサル調査による施設
劣化度と収支面の費用対
効果からなされた評価

方策パターンとは
各施設の今後の方向性をコンサル
が調査結果により導き出したもの

※ 総、個
…佐渡市の公共施設等総合管理

計画や個別施設計画での考え

政策優先度とは

施設管理課による評価
・ニーズ（公共サービスとしての必要性）
・利用状況、目的、圏域など

④



グループワーク資料

会館等（金井、佐和田、真野エリア）

収入平均
３年平均
（千円）

支出平均
３年平均
（千円）

年度利用者
数合計３年
平均　（人）

集約化 複合化 転用
施設規模
の縮小
（減築）

民間施設
の活用

実施主
体・管理
運営主体
の変更

現状維持
（更新）

廃止
(売却/譲
渡/跡地
活用)

4
佐渡中央文化会館
(アミューズメント佐渡)

佐和田 高 ー 1994 5,784
全域
広域

9,656 337,481 45,989 〇 〇 〇、個

5 大佐渡交流活性化センター 佐和田 ー C 2003 446
地域
地区

268 4,608 0
〇※１、
△

〇※１、
△

〇 〇※１ 〇

6 佐渡離島開発総合センター佐渡中央会館 佐和田 高 C 1974 1,423
全域
広域

〇※、
△

〇※、
△

〇 〇 〇 〇、個

7
【旧】佐渡中央会館圏民センター
（佐和田児童クラブ・さわた子育て支援センター）

佐和田 高 C 1974 1,252
地域
地区

〇※、
△

〇※、
△

〇 ※２ 〇

8 中興資源活性化センター 金井 高 C 1993 537
全域
広域

342 1,469 0
〇※１、
△

〇※１、
△

〇 〇※１ 〇※２

9
金井西部地区コミュニティセンター
（能楽堂）

金井 高 C 1987 924
地域
地区

235 3,193 3,674
〇※１、
△

〇※１、
△

〇 〇※１ 〇※２

10 金井東部地区コミュニティセンター 金井 ー C 2002 503
地域
地区

740 4,691 3,038
〇※１、
△

〇※１、
△

〇 〇※１ 〇※２

11 金井コミュニティセンター 金井 高 B１ 1977 1,523
地域
地区

1,359 26,329 34,894 〇※２

12 金井就業改善センター 金井 高 C 1977 642
地域
地区

0 0 0
〇※１、
△

〇※１、
△

〇 〇※２

18 真野ふるさと会館 真野 高 C 1983 1,281
全域
広域

186 3,770 6,289
〇※１、
△

〇※１、
△

〇 〇※２

【凡例】　○※１更新（建替え）伴う　○※２防災補強・耐震確保伴う　※２施設所管方針　　　　定量的評価：　A：維持継続　　B１：安全性改善　　B２：維持継続　　C：改廃検討

9,877 15,435577

建築
年

延床
面積

対象利用
者の範囲
区分

（H30～R2年度） 方策パターン

№ 施設名 所在地
政策
優先度

定量的
評価
（施設一
次評価）

着色施設（グレー）

無着色施設（白）

他類別施設

4

1994 面積 5784 利用数 45989

佐渡中央文化会館(アミューズメント佐渡)

建築年

5

2003 面積 446 利用数 0

大佐渡交流活性化センター

建築年

6

1974 面積 1423 利用数 15435

7

1974 面積 1252 利用数 6と同一

佐渡離島開発総合センター佐渡中央会館

建築年

【旧】佐渡中央会館圏民センター
（佐和田児童クラブ・さわた子育て支援センター）

建築年

8

1993 面積 537 利用数 0

中興資源活性化センター

建築年

9

1987 面積 924 利用数 3674

金井西部地区コミュニティセンター（能楽堂）

建築年

10

2002 面積 503 利用数 3038

金井東部地区コミュニティセンター

建築年

11

1977 面積 1523 利用数 34894

金井コミュニティセンター

建築年

12

1977 面積 642 利用数 0

金井就業改善センター

建築年

18

1983 面積 1281 利用数 6289

真野ふるさと会館

建築年

保

1986 面積 699 利用数 434

畑野母子健康センター

建築年

15

1974 面積 1084 利用数 0

畑野就業改善センター

建築年

学

1980 面積 1656 利用数 174

畑野小学校　体育館

建築年

学

1992 面積 1901 利用数 86

畑野中学校　体育館

建築年

16

1981 面積 1416 利用数 10789

畑野農村環境改善センター

建築年

学

1984 面積 816 利用数 180

二宮小学校　体育館

建築年

学

1986 面積 1574 利用数 161

河原田小学校　体育館

建築年

学

1982 面積 776 利用数 63

八幡小学校　体育館

建築年

学

1982 面積 1401 利用数 217

真野小学校　体育館

建築年

学

2013 面積 1507 利用数 345

金井小学校　体育館

建築年

学

1996 面積 2576 利用数 161

金井中学校　屋内運動場

建築年

学

1973 面積 2011 利用数 183

佐和田中学校　体育館

建築年

学

1994 面積 1808 利用数 113

真野中学校　体育館

建築年

社

1957 面積 1632 利用数 6568

佐渡博物館

建築年

社

1975 面積 338 利用数 0

金井歴史民俗資料館

建築年

体

1993 面積 762 利用数 542

真野武道館

建築年

他

1989 面積 34 利用数 0

放送大学

建築年

社

1979 面積 280 利用数 0

埋蔵文化財整理事務所

建築年

体

1975 面積 4813 利用数 50622

佐渡スポーツハウス

建築年

観

1985 面積 348 利用数 5414

海の家さわた

建築年

体

2015 面積 8600 利用数 111642

佐渡市総合体育館

建築年

農

1988 面積 164 利用数 0

金井農産物処理加工施設

建築年

１

２

３

６、７

９

17

19

21

着色施設（グレー）

無着色施設（白）

18

会館の番号
他分類の種別

建築した年 面積 延床面積 利用数
過去３年

(H30～R2）
平均利用数/年

建築年

　施設の名称

各施設の位置情報 （会館のほか、他分類の施設も議論の参考に表示）

会館施設 黒（グレー）

会館施設 白

他分類の施設

表記凡例

１

２

３

６、７

９

17

19

21

着色施設（グレー）

無着色施設（白）

18

2050年推計人口より、500ｍ
メッシュ毎に会館等における
公共サービス過不足を示したもの

⑤



第３回公共施設あり方検討会議 （　　　班）

 白  課題

 黒  改善点

30%削減プランで生じうる課題

課題を克服するための改善策

維持していく施設、

他の機能を受け入れる施設

廃止や譲渡、集約化・複合化、転用

などを検討する施設

A

Ⅰ．施設の選別
⑥

施設№

1
延床面積 1,234 ㎡

㎡

施設№

2
延床面積 2,000

施設№

3
延床面積 800 ㎡

㎡

施設№

4
延床面積 1,200施設№

5
延床面積 2,500 ㎡

この地域には他に
ホールが無いので、
「Aセンター」は
必要でないか。

収支や利用状況から
「D会館」は廃止、
若しくは集約化
すべきではないか。

会館の必要性を検討し、白・黒の
入れ替えなどを行う



第３回公共施設あり方検討会議 （　　　班）

 白  課題

 黒  改善点

30%削減プランで生じうる課題

課題を克服するための改善策

維持していく施設、

他の機能を受け入れる施設

廃止や譲渡、集約化・複合化、転用

などを検討する施設

⑦

施設№

1
延床面積 1,234 ㎡

㎡

施設№

2
延床面積 2,000

施設№

3
延床面積 800 ㎡

㎡

施設№

4
延床面積 1,200施設№

5
延床面積 2,500 ㎡

A

Ⅱ．30％削減プランで生じうる課題

D会館の
調理室が
無くなる
と困る

○○地区は
最寄りの会議
施設までの距

離が遠い

白：維持する施設
黒：検討する施設

に区分けしたことによる課題を
付箋に書き足し、議論します。



第３回公共施設あり方検討会議 （　　　班）

 白  課題

 黒  改善点

30%削減プランで生じうる課題

課題を克服するための改善策

維持していく施設、

他の機能を受け入れる施設

廃止や譲渡、集約化・複合化、転用

などを検討する施設

Ⅲ．課題を克服するための改善策
⑧

施設№

1
延床面積 1,234 ㎡

㎡

施設№

2
延床面積 2,000

施設№

3
延床面積 800 ㎡

㎡

施設№

4
延床面積 1,200施設№

5
延床面積 2,500 ㎡

D会館の
調理室が
無くなる
と困る

○○地区は
最寄りの会議
施設までの距

離が遠い

A

Aセンターの
調理室を使う
ものとし移動
手段の整備を

行う

○○学校の
施設を

活用する

課題に対して、克服する
ための改善策を検討し、
付箋に書き足します。



発表 議論のまとめ
⑨

各班の検討結果を共有

A班

B班

C班

情報を統合、
さらなる掘り下げ

議論をまとめる！


